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Abstract
This paper is a descriptive report that Prime Minister.Mr.Blair is trying to find to "the New
socialism the 3rd way to take the place of the former Prime Minister,Ms.Thacher of the
England Conservative party.
The labor party is trying to "the New welfare State is creation" to take the place of "the northen
style of the High welfare state,High burden welfare state.
But, "the New contract welfare state" , "New plan for welfare state" is depended on to primary
minister blair’s "The 3rd way" activities,（1995～2010）
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１）Improvement Health and Social Care
（保健ならびに社会的ケアの改善をめぐ
って）（2003，5月）
２）A modern Welfare State
（近代福祉国家に向けて）（2003，5月）
３）Justice , Security and Comunity
（司法（安定），保障，共同社会）
（2004，1月）




６）Britain in the World
（世界におけるイギリス）（2003，5月）
７）The Best Education for All
（すべての人に対する最善の教育）
（当時、改訂、未刊）
８）Sustable Communities, better Transport
（保持さるべき共同社会，よりよい輸送
問題）（改訂、未刊）
９）Democracy, Political Engagement, Citizn slip
（民主主義，政治的契約，市民権および
平等原理について）（2003年 5月）
10）Updating debate-more cash for pensioners 





















































































































































（※）Labor Party Annual Conference,Annual












































































































































































































































A Task of " The 3rd Ways " in The England Labor Party’s in 3rd Political Powers.
む　す　び
（1）イギリス労働党政権は、Blair首相の限

















聞に属するが、2005年 5 月、6 月にみるＥＵ
の二大双璧であるフランス、シラク政権下の
ＥＵ憲法容認の国民投票における敗北・そし
てＥＵの盟友ともいえるオランダの国民投票
における敗北（その後ルクセンブルグの国民
投票は容認）の今後の既存ＥＵ加盟国のＥＵ
憲法容認投票の対応であろう。
また、周知のＥＵの二大加盟国のフラン
ス・ドイツ 2国の国民経済不振と財政赤字へ
の対応についてＥＵにおけるＧＮＰ 3％をこ
える赤字財政というＥＵの〈国際財政安全協
定〉協定違反に対するＥＵの緩和政策と拡大
ＥＵ加盟国、とりわけ東欧、中欧旧社会主義
体制の不十分さへの対応も大きな課題であ
る。
ＥＵへの通貨統合に不加入のイギリスは、
今後の景気動向に関連してイギリス労働党の
国内問題はいうまでもなく、ＥＵ憲法へのイ
ギリス対応のＥＵの内外行財政対応の結果い
かんに大きな課題となろう。
（2）以上、イギリスのブレア第１期～第３
期政権の行財政の歩みを素描したにとどまる
が、ブレア労働党政権として、長期的な保守
党サッチャー政権に転換せしめた当時のイギ
リスの時の流れから、ブレア政権第 2期、加
えて2005年のイギリスの不在イラク戦争－不
変、不確立のイラク核物質にみる戦争対応へ
の－での参加の政治責任のイギリス国民のき
びしい責任追求と政府の情報政策不在の国民
生活への責任などによる、第 2期末期のブレ
ア総理のきびしい国会での再三の戦争責任追
求とその戦争責任容認にみる第 3期ブレア政
権のきびしい選挙結果とその動きをみたにす
ぎない。
このイギリスのブレア政権の動きは、日本
にみるイラク戦争への参加とその対応にみる
動きとは一味違い、日米戦争協力を国連のイ
ラク戦争のもとでの積極的協力とその後の日
本の動きとは全く違うのである。このような
日英のイラク戦責任のための協力の国会、国
民の違いは、何に求められるのであろうか。
日本国憲法 9条の戦争拒否、日本国憲法25条
生存権保証の世界に冠たる憲法規定を有しつ
つ、この様な違いを生み出した日英の議会政
治とその政党の政治力の在り方と国民の政治
意識の違いに求められるのであろうか（2005,
11）。
（註１）イギリスの福祉国家改革にみる社会・労働政
策の現状と課題（「世界の労働」（2001, 8）（日本
ＩＬＯ協会刊）参照）
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イギリス労働党政権３期（2005～2010）にみる〈第３の道〉の現状と今後の課題をみて
